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　 4)超 短波がラッ ト脛骨チタンインプラン トの

　　　オッセオインテグレーションに与える影響

　　　　　　　　　　　0西 村 翼1,横瀬 敏志1,2

　 (奥羽大 ・大学院 ・保存修復1,奥羽大 ・歯 ・歯科保存1,2)

【目　 的】超短波 をメカニカル フォースとして用

いた場合,チ タンインプラン トのオッセオインテ

グレーシ ョンにどの様な影響を及ぼすかを調べる

ことを目的とし,ラ ットを用いて形態学的ならび

に物理学的に解析 した。

【材料および方法】奥羽大学動物実験倫理委員会

の承認 を得た後,10週 齢メスラッ ト30匹 の両側

脛骨にエーテル麻酔下にて円筒形のチタンインプ

ラン ト(直 径1.19mm× 長 さ1.5mm)を 埋入した。

術後1日 目よ り左側脛骨埋入部に皮膚上よ り3

cmの 距離か ら超短波(ピ ーク出力132W,平 均出

力44W,照 射 時間20分)に て週3回 照射 を行い

usW群 とした。 また反対側の右側 には照射 を行

わず コン トロール群 とした。その後1・2・4週 に

てラットは脱灰切片群,ト ルク試験群 に分け,各

群5匹 つつ試料の回収を行った。試料回収後,軟

X線 写真撮影を行い,ト ルク試験群は トル ク試験

を行い,脱 灰切片群はEDTAに て脱灰,通 法に従

い脱水 してパラフィンで包埋 し切片 を作成,H-E

染色,Masson-Goldner染 色を行った。 トルク試

(42)



Vo1.38　 　No.3 第51回　奥羽大学歯学会例会講演抄録 145

験 および骨形態計測の統計学 的解析 にはMann-

WhitneyU-testを 用いた。

【結　果】 トルク試験では,1週 目においてUSW

群 とコン トロール群 に差は認め られなかったが,

2・4週 目においてusW群 で有意に高い トル ク値

が認められた。軟エ ックス線写真所見では,1週

目のusW群 とコン トロール群 ともにインプラン

ト体の周囲に不透過像が認められるが,両 者に差

は認め られ なかった。2・4週 目で も両群 に不透

過像が認められたが,USW群 の方がより多く認

め られた。 さらにH-E染 色像 ・Masson-Goldner

染色像 では,2・4週 目ともに,コ ン トロール群

と比較 してusW群 の インプラン ト体周囲に幼若

骨の形成が多く認められた。

【結　論】超短波 を照射することによりチ タンイ

ンプラン トのオッセオインテグレーシ ョンが促進

され ることが示唆 された。
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